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※ホームページもぜひご覧ください。 

 

 

自分も友だちも大切にでき、みんなの笑顔があふれる学校に！ 

校長 廣瀬 尚美 

令和７年度も引き続き校長として、保護者・地域のみなさまどうぞよろしくお願いしま

す。昨年は、子どもたちの主体的な活動で全校で盛り上がる場面が多かった一年でした。

また、さまざまなつながりから、子どもたちが環境や芸術、未来について触れたり考えた

りするなど豊かな学びや体験をすることができました。令和７年度は子どもたちの自尊感

情を高め、自分の大切さを実感するとともに、友だちや周囲の人を大切にすることで、子

どもたちの笑顔でいっぱいの学校にしていきたいと思います。 

令和７年度は、新入生 72名、転入生３名を迎え、全校児童

347名でのスタートです。今年度も「たすけ合い まなび合い つ

くりあげる玉津の子」を合言葉に、たすけ合って「うれしい」

笑顔や、まなび合って「わかった、できた」笑顔、みんなでつ

くりあげて「成長を実感した、やりとげた」笑顔など、そんな

笑顔があふれる学校づくりを更に推進していきたいと考えています。職員が一丸となって

取り組んでいきたいと思いますので、これまで同様、保護者や地域のみなさまの温かいご

支援とご協力をお願いいたします。 

学校教育目標（めざす子ども像）  

        たすけ合い まなび合い つくりあげる玉津の子 

めざす学校像    子どもたちの笑顔があふれる学校 

 

  

① 心地のよい学級集団づくり 

・爽やかなあいさつ 

・学習規律の定着 

・多様な意見が認め合える 

集団づくり 

 ②目に美しい環境づくり 

・清掃の徹底 

・整理、整頓の徹底 

（落とし物、机・いすの整頓） 

・後片付けの徹底 

 ③耳に美しい環境づくり 

・時と場に応じた丁寧な言葉づかい 

（友だち言葉と丁寧言葉の使い分け） 

・心のこもった優しい言葉づかい 

 

これまで同様、集団づくりや環境づくりに力を入れて取り組み、「子どもたちの笑顔があ

ふれる学校づくり」を目指します。また、自分の思いや考えを伝えて広げ深める話し合い

活動や子どもたちが実際に体験ができる活動を大切にしたいと考えます。家庭や地域、学

校が連携して、みんなで玉津の子を育てていきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 玉津小学校便り  №１  
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玉津小学校 検 索 



■組織紹介 

新しいメンバーが加わり、気もちも新たに令和７年度がスタートしました。今年度は、

下記の体制で取り組みます。保護者や地域のみなさまのご支援・ご協力をよろしくお願い

します。（☆印が今年度からの教職員です。） 

校長 廣瀬 尚美   ５Ａ 山村 理佳 

教頭 藤田 康一郎 ☆ ５Ｂ 堀部 航平 

教務主任 寺﨑 めぐみ ６Ａ 村田 悠哉 

教務 足立 亮    ６Ｂ 大木本 保久 

教務 新谷 柚奈 ことばの教室 内田 勉    

養護教諭 東郷 久美 事務 池田 奈美子   

わかくさＡ 小西 鈴代 事務 三好 久美子  

わかくさＢ 羽野 佐知子  栄養教諭 駒井 隆子  ☆ 

１Ａ 石原 徳雄 特別支援ｱｼｽﾀﾝﾄ 山本 公子  

１Ｂ 梅本 華子  ☆ いきいき支援員 中島 郁代   

１Ｃ 松山 敦子  ☆ やすらぎ支援相談員 市原 優子  ☆ 

２Ａ 北村 佳史 用務事務補助員 大井 重孝   

２Ｂ 大﨑 透 英語専科教員 佐竹 桂 

３Ａ 秋山 優人 初任者研修後補充 山田 佳奈子  ☆ 

３Ｂ 平野 柚乃  ☆ ＡＬＴ マリージョイ デ ギア ☆ 

４Ａ 玉井 茉美   ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 南  美早    

４Ｂ 福井 駿 日本語指導 奥村 智恵子 

 

■日課について  ＊令和５年度からこの日課で実施しています。 

 月 火 水 木 金 

8:15～ 

 
朝の会 朝の会 朝の会 朝の会 朝の会 

8:30～ 

 
できるんじゃー 

タイム 

できるんじゃー 

タイム 8:30～9:15 

１校時 

できるんじゃー 

タイム 

読書タイム 

 

8:45～ 

 
１校時 １校時 

＊「できるんじゃータイム」では、イングリッシュや AIドリル、基礎的な学習に取り組

みます。読書タイムは、読書の習慣化を図るために金曜日に設定し、土日の読書に繋

げます。 
 
◎下校時刻 

詳細は担任からお知らせしますが、基本は下の表の時間になります。 

下校時刻 月 火 水 木 金 

１・２年   １４：５０ １４：５０ １５：１０ １４：５０ １４：５０ 

 ３年 １４：５０ １５：４０ １５：１０ １４：５０ １５：４０ 

 ４年 ※１４：５０ １５：４０ １５：１０ １５：４０ １５：４０ 

５・６年 １５：４５ １５：４０ １５：１０ １５：４０ １５：４０ 

※４年生は月曜日にクラブがある場合は１５：４５になります。（月１回の予定） 
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       保健室 

■１学期の主な行事予定（変更になる場合があります） 

４月 

11 日（金）給食開始 

25 日（金）学習参観、学級懇談会、 

５月 

７日（水）避難訓練 

15 日（木）リレー記録会  

②低学年③中学年④高学年 

16 日（金）自主活開講式 

19 日（月）～22（木）個別懇談（希望者） 

27 日（火）体力テスト 

30 日（金）プール清掃（５・６年） 

＊今年度も家庭訪問ではなく、学校での希望

者の懇談にする予定です。詳細は後日お知

らせします。 

６月 

３日（火）カヤック体験（プール：5・6 年） 

５日（木）プール開き 

     守山市小学校体育祭（６年） 

10 日（火）カヤック体験（琵琶湖：６年） 

17 日（火）学習参観・救急救命講習 

 

７月 

14 日（月）～17日（木）個別懇談（全員） 

15 日（火）給食終了 

18 日（金）終業式・大掃除 

＊１学期末はこれまで学級懇談会を実施し

ていましたが今年度は個別懇談を行います。 

３階 

２階 

１階 



■欠席等の連絡について 
・令和６年度より、アプリを使っての欠席等の連絡が可能になりました。アプリでの入力

ができるのは８時までですので、それ以降は８時 15 分までに電話連絡をお願いします。

欠席する時や集団登校できない場合は、当日の集合時刻までに班長または同じ学年の友

だち等に必ず連絡をお願いします。 

・８時 15 分の時点で連絡がなく登校がない場合は、学校から確認の連絡をします。 

・集合時刻に間に合わず遅れて登校する場合については、安全確保のため必ず学校まで保

護者の方の付き添いをお願いします。 

・昨年度の２学期より、欠席した日に「お休み郵便」を届けていません。持ち物などは基

本的に週予定での確認をお願いします。時間割や持ち物に変更がある場合は、担任から

電話等で連絡をします。本校にきょうだいがいる場合は、便り等を持ち帰ってもらう場

合があります。連絡帳や連絡袋での欠席連絡の場合は、それらの返却が翌日以降になり

ます。宿題についても連絡しませんので、登校後の取り組みで大丈夫です。 

 
■学校の電話応対について 
・学校への電話連絡は、平日の７時 45 分から 18 時 15 分の間でお願いします。この時間以

外は、自動応答メッセージとなります。緊急の場合は守山市役所（583-2525）へご連絡

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月になると新しい教科書が配付されます。この教科書は無償です。しかし、初めから

教科書が無償だったわけでありません。教科書が無償となった背景には、多くの人の涙と

努力、そして「何とかしたい」という熱い思いによる運動があったのです。 

1961 年、高知県でこの運動が始まりました。当時、教科書は有償で、学校に行くため

には教科書を買わなければなりませんでした。しかし、すべての人が教科書を買えたわけ

ではありません。経済的に苦しい家の子どもは、教科書を買うことができず、教科書のな

い状態で学校に行かなければなりません。小学校・中学校は義務教育であり、大人は子ど

もに教育を受けさせる義務があります。このことは日本国憲法第 26条に記されています。

けれど、経済的な理由で教科書を買えない家の子どもは、学校に行っても満足に教育を受

けられないという事実がありました。この問題は、高知県だけでなく、日本全国で起こっ

ていました。 

教育が受けられない状態を何とか変えたいと親たちが立ち上がりました。特に被差別部

落の親たちは「子どもたちにしっかりと教育を受けさせたい」と強く願っていました。そ

こで憲法を学習し、「教科書が買えないから教育を満足にうけることができない。これは

憲法に違反している。」と考え、行政交渉（市役所や県庁などに行って間違っていること

を伝え、よくなるように改めてもらうこと）を行いました。最初はうまくいきませんでし

たが、「すべての子どもが安心して学校で授業を受けられるようにしてほしい。そのため

に教科書を無償にしてほしい」とあきらめずに何度も訴える中で、行政も少しずつ変わっ

てきました。部落差別をなくそうとする人々の取組のなかでうまれた教科書無償闘争は、

高知県だけでなく、大阪府、奈良県、京都府へ広がり、さらに全国各地へと広がっていき

ました。 

そこで 1963 年「義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律」が成立し、教

科書無償化が全国的に実現したのです。 

現在、当たり前のように手にしている教科書。その歴史には、多くの人の熱い思いや取

組があり、その恩恵を今の私たちが受けているのです。新たなスタートである今だからこ

そ、ご家庭でも今一度考えてみてください。 

（公社）滋賀県人権教育研究会作成「人権カレンダー」参照 

差別をなくす取り組みから生まれた教科書無償化 


